
2024年度後期 開講学科別集計結果表 常葉大学
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▼全学部共通の質問項目
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▼学科設問
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回答者数／構成比（％）
1年 2年 3年 4年 無効回答
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回答者数／構成比（％）

この科目は自らのキャリア形成や将来を考える上で役
立った

4.54 212

開講学科 こども健康学科

4.51
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4.47

17
授業で学んだ内容を他の人にうまく説明することができま
すか

4.24

1

教員の話し方は明瞭で聴き取りやすかった10

板書、スライド、配布資料などは適切であった

211

11 4.38

211

設問文 平均No.

211 12

1
学修環境（プロジェクタ・音響・空調・照明・静粛性）
は良好であった

4.41 212 0

クラスサイズ（受講者数）やグループサイズは適切で
あった

4

1

0

3
周りの学生の熱意が感じられた（熱心に授業に参加して
いた）

4.33 212 0

1

5 シラバスに則した内容の授業が行われていた 4.28 211 1

この授業に対する授業時間外学修にどの程度の時間を
費やしましたか（１回の授業の前後）

2.51 211

この科目は学部・学科の学びを深める上で有益であった 4.55 2117

211 1

18 - 0 212

6 この科目の難易度は適切であった 4.36 212 0

13 学生の反応や理解を確認しながら授業を展開していた 4.42 211 1

4.3712
学生に質問や意見を求める、発表の機会を設けるなど
授業への参加を促していた

16
（こども健康学科専門科目のみ）この科目を受講して、資
格免許に対する勉強の意欲が向上しましたか

4.46

8

19 - 0 212

9

【対面授業の場合】
 この科目は対面で受講することが適切であった
【ポータルサイト等を活用した授業（オンライン授業）の場合】
 この科目はオンラインで受講することが適切であった
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14
必要に応じて学生の受講態度への注意を適切に行って
いた

4.38 212 0

15 この授業のシラバスを読みましたか 2.99 211
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設問 講評 

設問 1～3 

「全学部共通の質問

項目」について 

学修環境やクラスサイズ、周りの学生の受講態度などすべての項目に対

して、大変高評価が得られたことについては、引き続き学修環境やクラ

スサイズなどに注意を払い、受講生の意欲を維持するよう努力を重ねた

い。 

設問 4～9 

「学部レベルの質問

項目」について 

科目の難易度設定は大変難しいものがあるものの、それも含めて、学び

を深める上で有益であったこと、自らのキャリア形成などに有益であっ

たことなど、大変高評価が得られたことについては、保育者養成に携わ

る機関としては大変重要なことであり、今後も継続していきたい。しか

し、時間外学修時間については、受講生の間でばらつきが大きく、全く

していない学生もいることを重く受け止める必要性がある。 

設問 10～15 

「教員個人レベルの

質問項目」について 

教員個人レベルに関する項目については大変高評価が得られたことに

ついては、保育者養成校の成員の資質能力が認められたと理解され、今

後も研究や教育指導などに磨きをかけ続けたい。また、シラバスを読ん

でいない受講生が相当数いることについては、今後授業ガイダンスの際

に Web シラバスを参照した内容を紙ベースで配布するなど読んでもら

うように工夫することも検討されたい。 

設問 16～ 

「学科設問」につい

て（該当学科のみ） 

当該科目の受講により資格免許に対する意欲が向上されたことが確認

でき、教員にとっても大変励みとなった。さらに、授業で学んだことを

言語化して人に説明することができると自己評価する受講生が8割にも

のぼり、学生の専門職としての資質能力の向上に期待されたい。 

 


